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【資 料】

2018年における酪農学園大学野t動物灰学センタ ー

WAMCの研究活動報告

浅 川 満 彦

酪農学園大学獣医学群 獣医保健看護学類 獣医寄生虫病学ユニット

はじめに

2004年4月、 酪農学園大学野生 動 物 医 学セ ン タ ー

(WAMC)は文科省私立大学戦略的研究甚盤形成支援

事業 （酪農学園大学大学院 、 当時代表：谷山弘行 元教

授、 現 ・ 酪農学園理事長）の一環として、 大学附属動物

病院（現・動物医療センタ ー ）構内に設立された。WAMC

は野生種のみならず、動物園水族館（園館）飼育種、 ア

ルパカやダチョウなどの特用家畜、エキゾチックペット

などを対象に研究を展開してきた。 本報告は2018年の業

績概要 を2017年の報告[l] に則って記述する。 なお、教

育・啓発活動については酪農学園大学紀要自然科学編で

掲載されているが [2]、2018年分 は2019年4月刊行予定

である。

この施設を拠点にした研究は外 部資金により実施でき

た。2018年は（独）日本学術振典会 (JSPS)科学研究費

補助金 （科研費）採択課題の「動物園水族館動物に密か

に蔓延する多様な寄生虫病の現状把握とその保全医学的

対応」の最終年度であった。 この課題は2003年(WAMC

創設前年）に採択された「野生動物および動物園動物の

保護増殖計画上問題になる寄生線虫症に関する疫学的研

究」および「陸上脊椎動物と線虫の宿主ー寄生体関係に

関する保全医学的な試み」 の継続研究であった。「保全

医学」 とはOneHealthの理念を基軸に置くサイエンス

であり、この名称を冠した科研費課題は他に例がなく注

目されていた。

野生哺乳類

Free-rangingの哺乳類としての業績は、 留歯類とナ

キウサギ類に関するものであった。 まず、原産地（例：

東南アジアや北米）と輸入・飼育のモモンガ類を含むリ

ス類(Callosciurus、Dremomys、Hylopetes等の各属）

および国内外の外来種化した個体 （例：福江島産クリハ

ラリス［タイワンリス］および英国産ハイイロリス）が

保有する寄生線虫類について、 これまで 日本野生動物医

学会大会で報告した一般講演4演題の内容をレビュ ーし

た [3]。宿主の外来種化 に伴い、 間接発育をする線虫類

が失われ、 リス類以外の動物を好適宿主にする線虫が偶

発的に寄生すること、しかし、 直接発育型でリス類を好

適な宿主とする線虫は、 原産地を離れても生育する傾向

が認められた。 これら一連の仕事には、線虫の分類学や

新産地 ・ 新宿主などの記録も含まれるので、 速やかに公

表したい。

1990年、中華人民共和国 ・ 藩陽農業大学との共同研究

の一環で、同大キャンパス内にて捕獲された野ネズミ類

の蝠虫相について調べたことがあった。 その際、セスジ

ネズミApodemus agrarius にヘリグモネラ科線虫を見出

し、 それが1952年に旧ソ連で記載された種Heligmonoi­

des vladimiri であった（原記載および転載された総説

等についてはAsakawa and HasegawaC4l 参照）。 しかし、

原記載では交接嚢の固が左右逆で、 かつ、横断面形態の

情報欠如など再記載が必要であったので、 極東の他地域

で得られた標本含め検討した[4]。 また、WAMCでJSPS

の「RONPAKUプログラム」 により学位を得 たインド

ネシア人研究者 (Dr. Dewi, K)も、同 国スラウエシ島

産Bunomys属ネズミ類から得られた旋尾虫類Subulura

(Murisubulura) andersoni の再記載 をした [5] 。 この過

程で、国内（特に、西南部）アカネズミに寄生するS.(M. )

suzukii も、この種と同種 （シノニム）であることした。

これら 2 つの再記載論文は、 大分大学名誉教授• 長谷川

英男博士が主導されたものであった。

2010年度、WAMCに招聘されたモンゴル農業大学の

研究者(Dr. Tsevegmid, K)は本学滞在中にチベット高

原産留歯類とナキウサギ類(Ochotona curzoniae)の消

化管を材料に蜻虫類の検査をした。 ネズミ類からは4属

(Heligmosomoides、Heligmosomum、Syphaciaおよび

Trichuris)が検出された。 一 方、ナキウサギ類0. cur­

zoniaeからは別の4属種の線虫類4 種、すなわちOhbay­

ashinema ochotoni、 Trichostrongylus retortaeformis、

Gradiphiella ochotonaeおよびCephaluris coloradensis 
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